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区役所（出張所を除く）の一部窓口業務は
毎週木曜日（祝日・年末年始を除く）の19時まで延長しています 若松区人口 8万419人、世帯数3万4102世帯（令和2年1月1日現在）

●時間は24時間表記。
●料金について記載のない催しは
　入場無料（参加無料）。
●はがき・往復はがき・電子申請の
　応募方法は11ページを参照。
＃＝申し込み　♥＝問い合わせ
♦＝共通の内容　＊＝市の担当課
£＝ネット窓口（電子申請）

編 集 若松区役所総務企画課 ☎761・0039　  751・6274

人権擁護委員に相談を
　いじめ、差別、家庭内の問題など人
権に関する相談に人権擁護委員が応
じます。相談無料。 ▼ 若松区人権擁
護委員（敬称略）＝小田國次（おだ く
につぐ）、三重野靖子（みえの せいこ）、

宮村直文（みやむら なおふみ）、小野
田美律（おのだ みのり）。♥福岡法務
局北九州支局☎561・3542へ。

春の火災予防運動連絡会
　火災予防についてのお話と若松消
防団・女性消防団員による防火劇。3月

5日㈭14～15時、若松市民会館（若松駅
前）で。大規模災害など発生時は中止。
♥若松消防署予防課☎752・0119へ。

Mimimitrio コンサート 
〜愛を奏でる

　ソプラノ・大塚美和さん、チェロ・
中村充さん、ピアノ・森﨑翠さんによ
る演 奏。3月7日 ㈯18時30分 ～20時
30分、旧古河鉱業若松ビル（本町一
丁目）で。入場料2000円。♥若松区役
所総務企画課☎771・3559へ。

「健康マイレージ」の 
景品応募はお早めに

　令和元年度「健康マイレージ」の
応募締切は3月2日㈪です。応募はが
きにシールを貼り健診受診日と健康
づくりの実践項目など必要事項を書
いて応募してください。各市民セン 
ター、若松区社会福祉協議会（若松区
役所2階）の窓口でも提出ができます。
詳細は北九州市社会福祉協議会☎
873・1296へ。

北九州市人口 93万9450人（男44万3323人/女49万6127人）、世帯数43万2193世帯

あなたのからだは大丈夫？
健康の第一歩は健診から
❶特定健診　対象は40～74歳の国民
健康保険加入者。国民健康保険証と特
定健診受診券が必要。受診無料。注）
❷若者健診　対象は18～39歳。受診
料1000円。
❸肝炎ウイルス検査　対象は過去に
検査を受けたことがない人。検査無料。
❹結核・肺がん検診　対象は40歳以
上。受診無料（痰

たん
の検査は900円）。

❺大腸がん検診　対象は40歳以上。

受診料500円。
❻前立腺がん検診　対象は50歳以
上の男性。受診料1000円。
❼骨粗しょう症検診　対象は18歳以
上。受診料1000円。
　❶～❼の♦

▲

3月25日㈬13時30
分～15時、若松中央市民センターで。
70歳以上の人などを対象にした無料
の制度があります。年齢の分かるも
のが必要。
❽胃がん検診　3月6日㈮9時30分～
11時、若松中央市民センターで。対象
は35歳以上（妊婦は除く）。先着35人。
受診料1000円（40～69歳は900円）。
＃2月21日8時30分から♥先へ。
❾乳がん検診　

▲

島郷出張所（鴨
生田二丁目）＝3月5日㈭　

▲

若松中

央市民センター＝3月18日㈬。❾の
♦13時30分 ～16時30分。対 象は
昨年度受診していない40歳以上の女
性。先着各50人。受診料1000円。＃ 
2月20日8時30分から♥先へ。
食生活相談
　健康を考えた食生活の相談に管理
栄養士が応じます。希望者には体組
成測定やみそ汁の試飲もあり。3月 
4日㈬10、11、13、14時（各1人）、若松
区役所で。対象は64歳以下。定員4人。
＃3月2日までに♥先へ。
離乳食教室
　「離乳のすすめ方」の話と調理実演、
試食など。3月10日㈫13時15分～15
時30分、島郷市民センター（鴨生田二
丁目）で。対象は離乳開始～0歳7カ月

（2回食）頃の乳児と保護者。母子健
康手帳が必要。
子育て教室
　子どもとメディア常務理事・古野 
陽一さんによる講話「スマホ、テレビ
との上手な付き合い方」と音楽講師に
よる「親子ふれあい遊び」。3月12日㈭
9時50分～11時、若松区役所で。対象
は乳幼児と保護者。母子健康手帳が
必要。
ほやほや赤ちゃん教室
　赤ちゃんの育て方の講話やベビー
マッサージ、交流会など。3月13日㈮
13時50分～15時30分、若松区役所で。
対象は0歳1～4カ月の乳児と保護者。
先着16組。バスタオルが必要。＃3月
2日から♥先へ。

健康だより
♥＃若松区役所健康相談コーナー

☎761・5327

注）　後期高齢者医療被保険者証をお持ちの人は福岡県後期高齢者医療広域連合☎092651・3111に♥を。
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　健康づくり推進員は、「オール北九州で健康（幸）寿命を延伸しよう」をスロー
ガンに、健康づくり推進員養成研修の修了者によって構成されているボランテ
ィア団体で、地域での健康づくりを推進するための活動をしています。
　本区では、４８人の会員がおり、ステップアップ研修や定例会議を行い、健康づ
くりの知識を学びながら、市民センターを拠点とし、地域の住民と連携しながら
市民主体による健康づくり活動を推進しています。
　健康づくり推進員になっ
た人の声では、「健康づくり
の仲間が増えた」など、自身
の生活にもいい影響がある
ようです。気軽に♥を。
　♥若松区役所健康相談コーナー☎761・5327へ。

健康づくり推進員の会若松の紹介

　若松の石炭の記憶を後世に残す記録誌の刊行と写
真展開催のため、石炭にまつわる写真とエッセイを募
集します。
写真　石炭にまつわる、若松区内を中心に北九州と筑
豊地区で撮影した写真。
エッセイ　石炭にまつわる、若松の生活の中での、ご
自身の体験やご家族、友人・知人に関するエピソード
を1200字以内で。
　♦＃3月31日まで。詳細は「石炭の記憶」保存編集事務局（エディックス内）
☎561・8388へ。＊若松区役所総務企画課☎771・3559。若松区役所ホームページ

（https://www.city.kitakyushu.lg.jp/wakamatsu/w4100151.html）からご覧になれます。

石炭のまち若松「石炭の記憶」の写真とエッセイを募集

　久岐の浜広場の蒸気機関車（ＳＬ9600型）の展示終了にあたり石炭の記
憶保存を目的とした記念講演会。東京大学社会科学研究所教授・中村尚
史さんによる講話「近代日本の鉄道発展とグローバル化～機関車輸入・
国産化の国際的契機」。3月22日㈰10時30分～12時、若松中央市民セン
ター（浜町一丁目）で。♥若松区役所総務企画課☎771・3559へ。

若松の石炭記憶保存事業記念講演会


